
 

 公立高等学校配置計画（令和９年度（2027年度）～11年度（2029年度 ）の概要）
 

 ○　策定の考え方

　高等学校進学希望者数に見合った定員を確保することを基本とし、中卒者数の状況を踏まえ、学<　趣　　旨　> 
校・学科の配置や規模の適正化を図るため、令和９～11年度の計画を策定するとともに、令和12～ 

  15年度までの見通しを示す。
　指針に基づき、教育水準の維持向上などを図る観点から、地域の実情等を考慮しながら、定員調<基本的考え方> 

  整や再編整備等を行うとともに、多様なタイプの高校づくりを推進。
  　また、国の施策による生徒の進路動向への影響を勘案。

　配置計画を策定した後、急激な中卒者数の増減、市町村立高校や私立高校の設置・廃止により生<計 画 変 更>
徒の進路動向に大きな変動が生じた場合などは、計画を再検討。 

 
 １　令和９年度（2027年度）高校配置計画の変更について

区　分 学　校　名 学級数 学　校　名 学級数 学　校　名 学級数 計 画 変 更 の 内 容課程

         美 唄 尚 栄 １→２ 北 広 島 西 ２→４ 士 別 翔 雲 ３→４ 令和８年度（2026年度）○
         長　　　 沼 １→２ 恵  庭  南 ６→７ 名　　　 寄 ４→５ の入学者選抜の結果、学級

栗　　　 山 １→２ 恵　 庭 　北 ５→６ 留　　　 萌 ５→６ 減を行った30校について、        
札 幌 丘 珠 ６→７ 倶　 知 　安 ３→４ 美　　　 幌 ２→３ 中卒者数の状況などを勘案        

、 （ ）全        学 級 増 札 幌 西 陵 ５→６ 登 別 青 嶺 ２→３ 遠　　　 軽 ４→５ し 令和８年度 2026年度
札 幌 真 栄 ４→５ 伊 達 開 来 ３→４ 紋　　　 別 ４→５ と同様の募集学級数となる       

        札 幌 英 藍 ６→７ 白　 老　 東 １→２ 音　　　 更 ２→３ よう、それぞれ学級増
        札 幌 白 陵 １→２ 静　　　 内 ４→５ 清　　　 水 ２→３
       野　　　 幌 ２→３ 七　　　 飯 ２→３ 別　　　 海 ３→４

千 歳 北 陽 ３→４ 江　　　 差 １→２ 中　 標 　津 ４→５日   
 

池　　　 田 １→２ ○町内の中卒者数の状況などを総合的に勘案し、１学級増 
 

区　分 学　校　名 計　画　変　更　の　内　容 

制
○再編統合に伴い新設する学科の名称を未来デザイン科・ビジネスイノベー   

ション科とする   
         再 編 統 合 前 新 　 設  　校再編統合 市立札幌彩輝  ＋８   

  市 立 札 幌 藻 岩 普通科 ６学級 未 来 デ ザ イ ン 科 ５学級（ ） （ ）
（ ）市立札幌啓北商業 ビジネスイノベーション科 ３学級未来商学科(６学級)

 
 ２　令和10年度（2028年度）の高校配置計画の変更について

区　分 学　校　名 計　画　変　更　の　内　容課程 学級数

○通学区域内の中卒者数を基礎として、生徒の進路動向や学校・学科の配置    
     状況、在籍状況などを勘案し、学級減

小学科 募集学級数 学級増減    学 級 減 旭 川 工 業 ６→５
   全 実施前 実施後  

工業化学科 －１
 １ ０

 日
【募集停止】     ○生徒の進路動向や学校・学科の配置状況、地域の要望などを勘案し、総合    

     制 釧 路 商 業 ３→ 学科５学級を設置０
  釧 路 明 輝 ４→０ ○使用校舎は、釧路明輝高校とする
再編統合 再 編 統 合 前 新 　 設  　校

（ ）
【 新 設 校 】 釧路商業   

０→５ 総 合 学 科 ５学級
商 業 科 ３学級（ ）

（ ）(総合学科) 釧路明輝 総合学科 ４学級

 
 ３　令和11年度（2029年度）高校配置計画について

  　　いわゆる高校無償化に伴う生徒の進路動向や、本年２月に国が示した「高校教育改革に関する基本方針（グランド
 　 デザイン 」に基づく施策の動向を見極める必要があることなど、高校教育を取り巻く大きな環境変化を踏まえると、）

    今後の高校配置をより慎重に検討する必要があることから、令和11年度（2029年度）においては、定員の調整や学校
    の再編整備等は実施しないこととする。

 （計画案からの変更箇所は、 のとおり）下線


